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柏
ノ
城
に
在
っ
た
？

　
大
石
館
の
高
閣
「
万
秀
斎
」
の
謎
！

　

時
代
は
中
世
に
遡
る
・
・
・

　

川
越
城
と
江
戸
城
と
を
ほ
ぼ
同
時
期
に
築
い
た
太
田
道
灌
は
、
関
東
一
円
を
疾
駆
し
て
勝
ち
誇
っ
た

武
勇
の
人
だ
が
、
文
芸
に
も
秀
で
、
詩
歌
を
嗜
む
文
人
た
ち
と
交
流
し
た
。

　

武
人
と
文
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て

　

道
灌
は
、
文
明
十
七
年
（
１
４
８
５
）
に
、
京
都
で
修
行
し
た
高
名
な
詩
僧
を
東
国
の
江
戸
に
招
い
た
。

そ
の
名
前
を
万ば
ん
り
し
ゅ
う
き
ゅ
う

里
集
九
（「
し
ゅ
う
く
」
と
読
む
人
も
い
る
）
と
い
う
。
彼
は
麹
町
台
地
に
築
城
さ
れ
た
江

戸
城
に
滞
在
し
、
城
内
の
楼
閣
か
ら
の
遥
か
な
眺
望
を
詩
に
詠
ん
だ
。
ま
た
故
あ
っ
て
、
大
石
氏
の
館
に

建
つ
高
楼
を
「
万
秀
斎
」
と
命
名
し
、
そ
こ
か
ら
の
眺
め
を
も
詩
文
に
托
し
た
。

　

大
石
氏
の
城
館
に
は
・
・
・

　

そ
の
こ
ろ
東
国
を
巡
歴
し
て
い
た
修
験
者
の
道
興
が
招
か
れ
、
高
楼
か
ら
の
眺
め
を
七
言
絶
句
に
詠
ん

だ
こ
と
は
本
紙
の
前
号
に
詳
し
く
紹
介
し
た
。
館
の
主
、
大
石
氏
は
信
州
か
ら
多
摩
地
方
に
進
出
し
た
の

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
57
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
57
号
（2012/7/5

発
行
）
の
電
子
版
と
し

て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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で
、
そ
の
本
拠
は
現
・
八
王
子
市
付
近
に
在
っ
た
。
し
た
が
っ
て
道
興
が
訪
れ
た
館
の
所
在
地
は
、
当
初

八
王
子
市
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
後
に
、
道
興
が
訪
れ
た
大
石
氏
の
館
は
、
支
城
と
し
て
築
か
れ
、
志
木
市
に
そ
の
遺
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
「
柏
ノ
城
」（
こ
の
名
称
は
通
称
で
、
後
世
に
つ
け
ら
れ
た
）
に
違
い
な
い
、
と
す
る
説
が
有
力

に
な
り
、
当
時
の
城
主
は
十
一
代
顕
重
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
か
め
ら
れ
た
。

　

詩
僧
万
里
の
詩
文
は
・
・
・

　

先
に
述
べ
た
万
里
が
命
名
し
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
を
詠
ん
だ
の
も
『
大
石
氏
の
館
』
の
高
楼
か
ら
な
の

で
、そ
の
館
も
志
木
市
の
「
柏
ノ
城
」
で
は
な
か
ろ
う
か
、と
い
う
見
解
が
成
り
立
つ
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
問
題
点
の
第
一
は
、
江
戸
城
に
滞
在
し
て
い
た
万
里
に
高
楼
の
命
名
を
依
頼
し
た
の
は
、
当
主

の
大
石
顕
重
で
は
な
く
、
嫡
男
の
定
重
だ
っ
た
。
し
か
も
、
大
石
氏
は
八
王
子
市
か
ら
志
木
市
に
向
か
っ

て
複
数
の
城
館
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
高
楼
を
柏
ノ
城
の
も
の
と
短
絡
す
る
こ
と
は
危
険

で
あ
る
。

　

で
は
一
体
、
ど
の
城
館
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

修
験
者
道
興
と
詩
僧
万
里
が
詠
っ
た
の
は
・
・
・

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
と
も
に
『
大
石
氏
の
館
』
か
ら
の
眺
望
な
の
で
、
万
里
が
詠
ん
だ
高
楼
の
所

在
地
も
志
木
市
の
「
柏
ノ
城
」
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
短
絡
す
る
こ
と

は
危
険
で
あ
る
。
何
故
な
ら
大
石
氏
は
八
王
子
市
か
ら
志
木
市
に
向
か
っ
て
複
数
の
城
館
を
も
っ
て
い
た

こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
察
す
べ
き
こ
と
が
分
か
る
。

　

志
木
市
史
通
史
編
と
中
世
編
に
よ
れ
ば
・
・
・

　

長
享
元
年
（
１
４
８
７
）、
大
石
定
重
は
万
里
集
九
に
館
亭
の
命
名
を
依
頼
し
て
「
万
秀
斎
」
の
名
称

を
得
る
。
注
１
：
定
重
は
大
石
館
の
主
じ
だ
っ
た
顕
重
の
嫡
男
で
、
当
時
二
十
才
。
注
２
：
道
興
が 

志
木
市
の
大
塚
に
所

在
し
た
「
十
玉
坊
」
を
発
っ
て
甲
州
に
向
か
っ
た
の
は
、
文
明
十
九
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
疫
病
の
蔓
延
の
た
め
、
そ

の
年
七
月
「
文
明
」
か
ら
「
長
享
」
に
改
元
さ
れ
た
。

　

万
里
が
著
し
た
漢
詩
文
の
東
国
旅
行
記
『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
、
永
正
三
年
（
１
５
０
６
）
の
巻
二
に

　
丁
未
武
蔵
所
作

万
秀
斎
詩
、
叙
見
別
巻
、
武
蔵
目
代
大
石
定
重
請
之
、
命
画
工
図
其
斎

尸
樹
東
南
飛
鳥
西　
江
山
鐘
秀
毎
看
迷

歓
声
尚
在
捲
簾
久　
菊
戸
春
耕
雨
一
犂

　

訓
読
：
丁
未
（
長
享
元
年
）
武
蔵
所
作

万ば
ん
し
ゅ
う
さ
い

秀
斎
の
詩
、
叙
は
別
巻
に
見
ゆ
、
武
蔵
目
代
大
石
定
重
之
を
請
い
、
図
工
に
命
じ
て
其
の
斎
を
図
す
。
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尸し
じ
ゅ樹
は
東
南
に
し
て
飛
鳥
は
西
、
江
山
鐘
秀ひ
い

で
看み

る
毎ご
と

に
迷
う
、 

歓
声
尚な
お

在
り
簾み
す

を
捲ま

き
て
久
し
、
菊
戸

春
を
耕
し
て
雨
一い
ち
れ
い犂　

*

注
釈　

尸
樹　

並
木
の
こ
と

　

図
工
に
命
じ
て
描
か
せ
た
、
そ
の
館
亭
か
ら
の
眺
め
の
画
を
見
て
詩
文
を
作
っ
て
欲
し
い
・
・
と
い
う

文
面
で
あ
る
。

　

ま
た
巻
六
に
は
・
・
・

　
『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
六　
万
秀
斎
詩
序

武
蔵
刺
史
之
幕
府
、
有
爪
牙
之
英
臣
、
是
曰
大
石
定
重
、
廼
木
曽
源
義
仲
十
葉
之

雲
孫
也
、
武
之
二
十
余
郡
悉
属
指
呼
、
忠
義
貫
日
、
始
終
一
節
、
規
勝
地
於
武
蔵
、

頗
設
塁
壁
之
備
、邇
来
築
亭
子
、其
兌
封
而
富
士
千
秋
之
積
雪
、震
封
而
煙
霞
眇
茫
、

離
之
爻
有
平
野
松
原
、涼
度
風
動
、則
写
自
然
曲
於
無
絃
琴
上
、艮
位
則
湖
水
双
村
、

筑
波
之
数
峯
、
于
朝
于
暮
快
掛
記
宋
子
房
着
色
新
意
之
画
図
也
、
開
闢
取
厥
佳
景

以
八
為
極
也
、
今
斯
地
則
不
然
、
一
簾
捲
而
十
景
二
十
景
、
尚
有
余
者
、
所
謂
万

里
壑
争
流
、
千
岩
競
秀
者
乎
、
不
多
譲
也
、
定
重
就
介
者
需
亭
子
之
名
、
以
万
秀

命
焉
、
犬
臥
不
驚
、
兆
民
鼓
太
平
之
腹
、
則
可
矣　
　
　
　
　
　
詩
見
別
巻

　

訓
読
：
武
蔵
の
刺し

し史
の
幕
府
に
、
爪そ
う
が牙

の
英
臣
あ
り
、
是
を
大
石
定
重
と
い
う
。

廼
ち
（
即
ち
）
木
曽
源
義
仲
の
十
葉
の
雲
孫
な
り
。
武
の
二
十
余

郡
悉こ
と
ご
とく
指し

こ呼
に
属
す
、
忠
義
は
日
を
貫
ぬ
き
、
始
終
一
節
。
勝

地
を
武
蔵
に
規は
か

り
、
頗す
こ
ぶる

塁
壁
の
備そ
な
えを

設
け
、
邇じ
ら
い来

亭
子
を
築

く
。
其
の
兌だ

の
卦け

に
し
て
富
士
に
千
秋
の
積
雪
、
震し
ん

の
卦
に
し

て
煙え
ん
か
び
ょ
う
ぼ
う

霞
眇
茫
、
離り

の
爻こ
う

に
し
て
平
野
に
松
原
あ
り
、
涼
度わ
た

り
風

動
く
。
則す
な
わち
自
然
の
曲
を
無
絃
の
琴き
ん
じ
ょ
う上
に
写
す
、
艮こ
ん
い位
は
則
ち

湖
水
双
村
、
筑
波
の
数
峰
、
朝
に
暮
に
快
く
宋そ
う
し
ぼ
う

子
房
着
色
新
意

の
画
図
を
掛
記
す
る
な
り
。
開か
い
び
ゃ
く闢
し
て
取
れ
ば
厥す
な
わち
佳
景
、
八

を
以
っ
て
極
と
な
す
な
り
。
今
斯こ

の
地
は
則
ち
然
ら
ず
、
一
た

び
簾み
す

を
捲ま

け
ば
十
景
・
二
十
景
、
尚
余
り
有
り
て
、
所い
わ
ゆ
る謂
万
里

の
壑が
く

は
流
れ
を
争
い
、
千
岩
は
秀
を
競
い
て
、
多
く
譲
ら
ざ
る

な
り
。
定
重
は
介
者
に
就
き
て
亭
子
の
名
を
需も
と

む
。
万
秀
を
以
っ

て
命
ず
。
犬
は
臥ふ

し
て
驚
か
ず
、
兆ち
ょ
う
み
ん民

は
太
平
の
腹
を
鼓た
た

き
、

則
ち
可
な
り
、
詩
は
別
巻
に
見
ゆ
。

注
釈　

刺
史
：
関
東
管
領
を
さ
す
。当
時
は
山
内
上
杉
顕
定
で
あ
っ
た
。武
：

CG 画像　柳瀬川上流から見た柏ノ城
城址は右岸の台地上にある

大石氏の館跡地とされる志木市立第三小学校の４階からの遠望
崖下には志木市立中学校の校庭、遠景左手は柳瀬川堤防の奥に
富士見市水谷の台地の縁辺、右手には、遙かにさいたま市と新
都心の高層ビル群が展望できる。
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武
蔵
国
。
亭
子
：
居
館
。
兌
の
卦
：
西
方
。
震
の
卦
：
東
方
。
離
の
爻
：
南
方
。
艮
位
：
東
北
方
。
掛
記
す
る
な
り
：
が
着

色
し
た
新
し
い
発
想
の
画
図
を
か
け
る
よ
う
な
も
の
│
と
の
意
味
。
宋
子
房
は
中
国
の
宋
の
時
代
に
、
山
水
画
に
新
し
い
境

地
を
開
い
た
画
家
。
八
を
以
っ
て
極
と
な
す
：
八
は
四
方
と
四
隅
を
さ
し
、
東
西
南
北
、
す
な
わ
ち
天
地
の
す
べ
て
の
意
。

宋
子
房
の
絵
は
、天
地
の
す
べ
て
を
描
写
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
壑
：
谷
の
こ
と
。
介
者
：
仲
介
者
。
兆
民
：
人
民
の
こ
と
。

　
こ
の
詩
文
の
大
意
は
：
武
蔵
国
の
長
官
の
本
営
に
は
勇
気
と
力
を
も
っ
た
秀
れ
た
家
臣
が
い
る
。
大
石

定
重
と
い
い
、
木
曽
義
仲
十
代
目
の
子
孫
で
、
武
藏
国
の
二
十
余
郡
を
べ
て
掌
握
し
て
い
る
。
そ
の
忠
節

は
終
始
一
貫
し
て
い
る
。
景
勝
の
地
を
選
ん
で
測
量
し
、
堅
固
な
土
塁
・
城
壁
の
備
え
を
設
け
、
近
頃
亭

を
築
い
た
。

　

西
方
に
富
士
山
の
万
年
雪
、
東
方
に
は
果
て
し
な
く
霞
が
漂
っ
て
い
る
。
南
は
平
野
と
な
っ
て
松
原
が

望
ま
れ
、
涼
風
が
吹
い
て
自
然
の
調
べ
を
弦
の
無
い
琴
の
上
で
奏か
な

で
て
い
る
。
東
北
方
に
は
湖
水
と
二
つ

の
村
と
筑
波
の
峰
々
が
望
ま
れ
る
。
朝
に
も
暮
れ
に
も
快
く
、
ま
る
で
新
し
い
発
想
の
図
画
を
掛
け
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
を
開
け
ば
、
素
晴
ら
し
い
景
色
は
八
景
に
極
ま
る
。

 

と
こ
ろ
が
こ
の
地
で
は
違
う
。
一
度
簾
を
巻
い
て
十
景
・
二
十
景
、
い
や
そ
れ
以
上
で
、
い
う
な
れ
ば

果
て
し
な
い
谷
は
流
れ
を
争
い
、
無
数
の
岩
は
美
し
さ
を
競
っ
て
譲
ら
な
い
の
で
あ
る
。
定
重
は
仲
介
者

を
通
し
て
こ
の
亭
の
名
を
つ
け
て
欲
し
い
と
い
う
。
そ
こ
で
万
秀
と
命
名
し
た
。
犬
は
の
ん
び
り
と
横
た

わ
り
住
民
は
平
和
を
謳
歌
し
て
お
り
、
こ
れ
を
よ
し
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
万
秀
斎
」
は
果
た
し
て
柏
ノ
城
に
在
っ
た
の
か
？
と
す
れ
ば
道
興
も
同
じ

高
楼
か
ら
の
眺
め
を
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
！

　

大
石
定
重
が
依
頼
し
て
、
万
里
は
そ
の
眺
望
を
詩
文
に
認
し
た
た
めめ
た
の
で
あ
る

が
、
高
楼
の
所
在
地
は
一
体
何
処
だ
っ
た
の
か
。
萩
元
家
義
は
「
郷
土
志
木
」

２
号
で
論
じ
て
い
る
。

　

万
里
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、
文
明
十
九
年
（
長
享
元
年
）
と
推
定

さ
れ
る
の
で
、
道
興
准
后
が
定
重
の
父
親
、
顕
重
の
館
を
訪
れ
た
と
き
と
ほ
ぼ

期
を
一
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
道
興
の
廻
国
雑
記
の
行
文
に
は
、
嫡
男
の
定

重
に
つ
い
て
触
れ
た
記
述
が
全
く
な
い
。
も
し
父
子
が
同
居
し
て
い
れ
ば
、
定

重
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
定
重
が
父
顕
重
か
ら
依
頼
さ
れ
て
代
行
し
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

大
石
氏
の
居
館
は
八
王
子
か
ら
志
木
に
向
か
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
で
・
・
・

　

す
で
に
成
人
に
な
っ
て
い
た
定
重
は
、
父
の
顕
重
と
別
居
し
て
、
他
の
城
に
住
ん
で
い
た
の
で
は
な

い
か
、
そ
の
郭
内
の
高
楼
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
居
館
か
ら
の
眺
望

ＣＧ画　柳瀬川上流から見た瀧ノ城
城址は左岸の狭山丘陵突端の台地上にある。
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が
、
万
里
の
表
現
と
一
致
す
る
城
館
は
ど
こ
か
。

　

山
内
上
杉
氏
の
重
臣
で
武
蔵
国
の
守
護
代
だ
っ
た
大
石
顕
重
は
、
長
禄
二
年

（
１
４
５
８
）
丘
城
の
「
高
月
城
」
を
築
城
し
、主
城
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
そ

の
城
址
は
現
在
、
八
王
子
市
高
月
に
所
在
す
る
）。
そ
こ
で
嫡
男
の
定
重
は
、
そ
こ

に
高
楼
を
建
て
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
の
推
測
で
あ
る
。

　

で
は

　

高
月
城
址
の
高
処
か
ら
、
四
方
を
眺
望
し
て
み
よ
う
。
だ
が
、
南
方
と
北
方

の
眺
め
は
、
万
里
の
詩
文
の
情
景
に
は
当
て
嵌
ら
な
い
よ
う
だ
。
大
石
定
重
は

そ
の
南
に
滝
山
城
を
築
城
し
た
が
、
そ
れ
は
ず
っ
と
後
と
な
る
永
正
十
八
年

（
１
５
２
１
）
の
こ
と
に
な
る
。

　

強
い
て
「
万
秀
斎
」
の
あ
っ
た
城
館
の
候
補
を
求
め
れ
ば
、
柳
瀬
川
に
沿
っ

た
所
沢
市
城
の
「
瀧
ノ
城
」（
本
郷
城
）
と
な
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
そ
こ
か
ら

の
眺
望
に
つ
い
て
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
か
つ
て
は
瀧
が
流
れ
て
い
た
瀧
ノ
城

　

そ
の
城
址
（
埼
玉
県
指
定
史
跡
）
は
、
比
高
二
十
メ
ー
ト
ル
余
り
、
柳
瀬
川
の
流
れ
を
眼
下
に
見
下
ろ

す
急
峻
な
崖
上
に
位
置
し
、
東
南
に
面
し
た
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
、
櫓
な
ど
の
遺
構
が
い
ま
も
残
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
城
と
定
重
と
の
結
び
つ
き
に
は
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
大
石
氏
が
造
営
し
た
と
さ
れ
て
は

い
る
が
年
代
は
不
明
で
、
の
ち
に
北
条
氏
（
大
石
氏
と
養
子
縁
組
し
た
の
ち
、
姓
を
戻
し
て
大
石
氏
を
配
下
に

し
た
北
条
氏
照
）
に
占
拠
さ
れ
た
。
北
条
氏
は
入
念
な
城
館
づ
く
り
に
よ
っ
て
改
造
し
た
の
で
、
現
在
の

城
址
に
大
石
氏
の
名
残
り
は
皆
無
に
近
い
。
決
定
的
で
は
な
い
が
、眺
望
さ
れ
る
山
水
の
方
角
に
お
い
て
、

志
木
市
の
城
館
跡
地
に
分
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
万
里
は
大
石
氏
の
城
館
を
訪
れ
て
直
接
定
重
と
会
っ
た
か
？

　

と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
志
木
市
史
で
は
、
依
頼
さ
れ
た
詩
文
の
眺
め
が
非
常
に
具
体
的
な
の
で
、
訪

問
し
た
に
違
い
な
い
、と
い
う
論
調
で
記
し
て
お
り
、こ
こ
で
は
、高
楼
の
「
万
秀
斎
」
は
志
木
市
の
「
柏

ノ
城
」
の
一
角
に
建
ち
、
遥
か
な
遠
望
が
詩
文
に
詠
ま
れ
た
地
点
を
、
志
木
市
立
第
三
小
学
校
の
校
庭
の

一
角
と
す
る
推
測
は
も
っ
と
も
有
力
、
と
い
う
結
論
で
締
め
く
く
っ
て
お
き
た
い
。

瀧ノ城々址から柳瀬川を見下ろす。
画面の右手奥に高架の JR 武藏野線を望む。
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詩
僧
、
万
里
集
九
が
滞
在
し
た
・
・
・

太
田
道
灌
の
江
戸
城
と
楼
閣「
静
勝
軒
」

　
詩
僧
、
万
里
集
九
は
・
・
・

　

永
正
三
年
（
１
５
０
６
）、
漢
詩
文
の
東
国
旅
行
記
『
梅
花
無
尽
蔵
』
７
巻
を
完
成
、
当
時
の
動
向
を

生
き
生
き
と
今
に
伝
え
る
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　

万
里
は
正
長
元
年
（
１
４
２
８
）、
近
江
国
に
生
ま
れ
た
（
没
年
不
詳
）。
京
都
の
東
福
寺
で
僧
と
な
り
、

相
国
寺
雲
頂
院
で
修
行
し
た
。
し
か
し
応
仁
の
乱
（
応
仁
元
年
∧
１
４
６
７
∨
〜
文
明
七
年
∧
１
４
７
７
∨
）

で
相
国
寺
が
焼
失
し
た
た
め
近
江
に
逃
れ
、
還
俗
し
て
美
濃
国
に
住
む
。
荒
廃
し
た
世
相
に
堪
え
て
文
学

に
対
す
る
執
心
を
堅
持
し
、
詩
を
詠
む
禅
僧
と
の
交
友
は
、
万
里
集
九
の
知
名
度
を
高
く
し
て
い
っ
た
。

　
武
蔵
の
武
将
と
詩
僧
と
の
交
際
は
じ
ま
る

文
明
十
二
年
、
太
田
道
灌
が
家
宰
を
つ
と
め
る
扇
お
う
ぎ
が
や
つ谷

上
杉
家
の
当
主
、
定
正
に
依
頼
さ
れ
て
、「
贋が
ん

釣ち
ょ
う

斎さ
い

」
の
詩
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
「
関
東
の
上
杉
修
理
太
夫
の
鎌
倉
旧
栖
の
地
は
扇
お
う
ぎ

谷が
や
つと
い
う
。相
州
に
そ
の
斎（
亭
）有
り
。贋
釣
と
号
す
。

介
者
を
し
て
詩
を
需
め
し
む
。
余
、
東
遊
以
前
、
こ
れ
を
作
る
」（
詩
文
は
省
略
）
と
記
さ
れ
、
そ
の
後
万

里
と
関
東
の
武
将
た
ち
と
の
交
渉
が
密
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

　
太
田
道
灌
と
の
交
友
は
・
・
・

　

同
十
七
年
、
万
里
は
依
頼
さ
れ
て
太
田
道
灌
の
た
め
に
「
静
勝
軒
」
の
詩
を
作
っ
た
が
、
二
人
の
交
友

は
次
第
に
進
ん
で
、つ
い
に
道
灌
は
、万
里
を
江
戸
城
に
招
聘
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
二
年
に
わ
た
っ

て
万
里
は
江
戸
に
滞
在
し
、
城
主
ら
と
の
交
友
の
日
々
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

　
文
芸
に
秀
で
た
太
田
道
灌

　

道
灌
は
幼
名
を
鶴
千
代
と
い
い
、『
永
享
記
』（
成
立
年
代
・
作
者
と
も
に
不
明
だ
が
、
軍
記
物
と
し
て
は

文
学
的
な
潤
色
も
少
な
く
全
体
に
公
平
な
立
場
か
ら
実
録
的
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
）
な
ど
に
よ
る
と
、
鶴

千
代
は
鎌
倉
五
山
（
一
説
に
よ
れ
ば
建
長
寺
）
で
学
問
を
修
め
、
足
利
学
校
（
栃
木
県
足
利
市
）
で
学
び
、

す
で
に
幼
少
の
と
き
か
ら
英
才
ぶ
り
が
世
に
知
ら
れ
て
い
た
。
の
ち
に
諸
書
を
求
め
て
兵
学
を
学
び
、
ま
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た
軍
師
と
し
て
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
易
学
を
修
め
た
。
歌
道
に
も
精
通
し
て
お
り
、
文
芸
を
も
愛
好
す

る
人
物
だ
っ
た
。

　

江
戸
城
に
移
る
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
品
川
に
居
宅
を
も
ち
、
文
明
元
年
（
１
４
６
９
）
か
ら
同

八
年
に
か
け
て
、著
名
な
歌
人
の
心
敬
を
し
ば
し
ば
品
川
の
館
に
招
き
、連
歌
会
を
催
し
、こ
の
会
は 「
品

川
千
句
」
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
。

　

江
戸
城
内
で
は
し
ば
し
ば
文
人
の
集
ま
り
が
催
さ
れ
、
文
明
六
年
、
道
灌
四
十
三
才
の
と
き
開
か
れ
た

歌う
た
あ
わ
せ合

会
は
、「
武
州
江
戸
歌
合
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
江
戸
城
内
の
「
静
勝
軒
」
で
歓
迎

　

万
里
が
江
戸
に
到
着
し
た
翌
日
（
十
月
三
日
）、
城
内
で
歓
迎
の
晩
餐
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
会
場
は

丘
の
上
に
建
て
ら
れ
た
静
じ
ょ
う
し
ょ
う
け
ん

勝
軒
で
、
万
里
は
江
戸
に
向
か
う
以
前
に
、
依
頼
さ
れ
て
、
こ
の
高
楼
か
ら
の

眺
め
を
詠
ん
で
い
る
。
な
お
、
本
丸
に
設
け
た
居
宅
、
静
勝
軒
の
背
後
に
、
眺
望
の
優
れ
た
高
閣
が
在
っ

た
こ
と
は
、『
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
并
江
亭
記
等
写
』
作
者
は
臨
済
宗
黄
竜
派
の
禅
僧
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
正
し
ょ
う
じ
ょ
う宗

龍り
ゅ
う
と
う

統
（
正
長
元
年
∧
１
４
２
８
∨
〜
明
応
七
年
∧
１
４
９
８
∨
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
宴
の
席
に
つ
い
た
万
里
は
・
・
・

　

静
勝
軒
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
み
、「
窓
を
開
く
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
隅
田
河
、
東
に
在
り
。
筑
波
山
、

北
に
在
り
。富
士
、諸
峯
に
出い

ず（
出
づ
）。三
日
程
の
西
に
在
り
。そ
の
東
南
に
向
か
い
て
、海
波
万ば
ん
け
い頃

な
り
」

と
詩
に
詠
ん
で
い
る
。

　

つ
づ
い
て
九
日
に
開
か
れ
た
宴
会
に
は
、
太
田
道
灌
の
主
人
に
当
る
上
杉
定
正
が
来
臨
し
て
宴
が
開
か

れ
、「
相
州
太
守
の
宴
に
陪ば
い

す
。
は
じ
め
て
道
灌
公
の
舞
を
見
る
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
原
文
は
・
・
・

銀
燭
添
光
月
漸
円 

相
州
太
守
夜
臨
筵

春
風
袖
暖
婆
々
舞 

旅
鬢
忘
労
意
欲
仙

　
『
銀
燭
、光
り
を
添
え
て
、月
、よ
う
や
く
円ま
ど

か
な
り
。
相
州
太
守
、夜
、筵え
ん

に
臨
む
。
春
風
、袖
、暖
か
に
、

婆
々
（
婆
婆
）
と
舞
う
。
旅り
ょ
び
ん鬢
、
労
を
忘ぼ
う

じ
、
意
、
仙
な
ら
ん
と
欲
す
』。

　

銀
燭
の
下
、
威
容
を
湛
え
な
が
ら
、
衣
の
袖
を
翻
し
て
舞
っ
た
で
あ
ろ
う
道
灌
の
姿
は
万
里
の
目
に
ど

の
よ
う
に
映
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
今
ま
で
の
旅
の
疲
れ
を
忘
れ
、
仙
界
の
人
に
な
ろ
う
か
と
い
っ
た
気
持

ち
だ
と
万
里
は
詠
じ
て
い
る
が
、
あ
な
が
ち
誇
張
さ
れ
た
印
象
と
は
言
え
ま
い
。

　

十
四
日
に
は
や
は
り
静
勝
軒
で
歌う
た
ひ
こ
う

披
講
（
歌
会
で
、
形
式
に
従
い
節
づ
け
し
て
披
露
す
る
こ
と
）
が
あ

り
、
万
里
を
迎
え
て
、
太
田
道
灌
を
中
心
と
す
る
人
々
の
文
学
活
動
は
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
っ
た
。
万
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里
は
鵜
沼
を
出
発
し
て
以
後
、
江
戸
城
に
入
っ
て
か
ら
も
十
月
晦
日
ま
で
日
課
と
し
て
七
十
八
篇
の
詩
を

作
っ
て
、
文
学
へ
の
意
欲
を
燃
焼
さ
せ
て
い
る
。

参
考
資
料　

中
川
徳
之
助
：
万
里
集
九
（
日
本
歴
史
学
会
編
・
吉
川
弘
文
館
）

　
『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
・
・
・

　

万
里
が
著
わ
し
た
詩
文
集
の
標
題
で
、
上
記
し
た
江
戸
城
で
の
歓
迎
の
宴
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
で
は
、
作
品
が
年
代
順
に
編
集
さ
れ
、
注
も
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
数
多
の
見
聞
記
録
は
、
歴

史
的
な
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

万
里
は
都
を
離
れ
て
か
ら
、
美
濃
・
尾
張
を
転
々
と
し
て
い
た
が
、
文
明
十
二
年
（
１
４
８
０
）、
美

濃
国
鵜
沼
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）
に
庵
を
構
え
て
定
住
し
た
。
こ
の
住
ま
い
は 

「
梅
花
無
尽
蔵
」
と
名
付

け
ら
れ
、
詩
作
に
没
頭
し
た
。
こ
の
庵
の
名
前
が
の
ち
に
詩
文
集
の
名
称
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
高
楼
か
ら
の
眺
め
を
競
い
合
う

　

大
石
定
重
が
大
石
氏
の
館
に
「
万
秀
斎
」
を
構
え
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
ペ
ー
ジ
に
記
し
た
が
、
太
田

道
灌
は
江
戸
城
内
に
人
々
が
集
う
高
閣
、
静
勝
軒
を
構
築
し
て
、
望
楼
か
ら
の
眺
め
を
誇
っ
た
の
で
あ
る
。

万
里
が
著
わ
し
た
詩
歌
の
数
々
か
ら
、
当
時
の
風
潮
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
一
体
そ

れ
ら
の
高
楼
は
、
ど
ん
な
姿
の
建
造
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
具
体
的
な
姿
に
迫
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
静
勝
軒
は
明
治
時
代
ま
で
残
っ
て
い
た
？

　

手
掛
か
り
の
一
つ
が
、
千
葉
県
佐
倉
市
城
内
町
の
佐
倉
城
址
公
園
内
の
『
銅
櫓
跡
』
と
記
さ
れ
た
説
明

板
で
あ
る
。「
こ
の
写
真
は
明
治
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
木
造
、

銅
瓦
葺
、
六
間
（
約
１
０
・
９
ｍ
）
四
方
、
二
階
造
り
、
江
戸
城
吹
上
庭

園
か
ら
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
は
三
層
で
太
田
道
灌
が
造
っ

た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
徳
川
実
記
」
に
拠
れ
ば
、
寛
永
六
年
（
１
６
２
９
）
に
は
、
徳
川
家

光
は
庭
園
の
造
営
の
た
め
に
不
要
に
な
っ
た
三
層
の
楼
を
土
井
に
賜
っ

た
の
で
、
佐
倉
に
移
し
て
天
守
と
し
た
と
あ
る
。

　

佐
倉
城
は
江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
十
五
年
（
１
６
１
０
）、
佐
倉
に
封
ぜ
ら
れ
た
土
井
利
勝
に
よ
っ
て

佐倉城址公園内の『銅櫓跡』に立
つ掲示板の写真
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築
造
さ
れ
た
平
山
城
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、 

明
治
維
新
後
、
こ
こ
に
陸
軍
歩
兵
第
二
連
隊
が
置

か
れ
た
た
め
、
櫓
や
門
な
ど
が
す
べ
て
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
は
無
い
。
こ
の
写
真
を
よ
く

見
る
と
、
屋
根
に
登
っ
て
作
業
を
し
て
い
る
人
の
姿
が
あ
り
、
奇
し
く
も
取
壊
し
の
最
中
の
よ
う
だ
。

　
現
在
の
皇
居
に
建
つ
富
士
見
櫓
は
・
・
・

　

江
戸
城
が
北
条
氏
の
所
有
と
な
っ
て
か
ら
も
、
道
灌
の
静
勝
軒
は
遺
さ
れ
て
い
て
、「
富
士
見
の
亭
」

と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
現
・
皇
居
の
「
富
士
見
櫓
」
が
そ
の
跡
地
で
は
な
い
か
、
と
の
伝
承
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
「
櫓や
ぐ
ら」
と
は
、
倉
庫
や
防
御
の
役
割
を
も
ち
、
江

戸
城
に
は
十
九
の
櫓
が
あ
っ
た
。
今
の
皇
居
に

は
、
二
重
櫓
の
伏
見
櫓
、
桜
田
二
重
櫓
、
三
重
櫓

の
富
士
見
櫓
の
三
つ
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
か

つ
て
櫓
の
建
設
は
、
東
国
の
守
護
・
守
護
代
ク
ラ

ス
の
城
郭
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
天
守
閣
の
走

り
で
な
い
か
、
と
考
え
る
識
者
も
少
な
く
な
い
。

江
戸
時
代
に
は
、
将
軍
が
両
国
の
花
火
や
品
川
の

皇居の富士見櫓を遠望

海
を
眺
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
明
暦
の
大
火
（
１
６
５
７
年
）
で
消
失
し
た
天
守
閣
の
代
用
と
し
て
使
わ

れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
人
、
万
里
集
九
は
・
・
・

　

万
里
集
九
が
江
戸
城
に
到
着
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
、
文
明
十
八
年
（
１
４
８
６
）
六
月
、
太
田

道
灌
の
父
、
太
田
備
中
入
道
道
真
の
居
館
で
あ
っ
た
武
藏
国
越お
ご
せ生

（
現
・
埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
）
の

「
自じ
と
く
け
ん

得
軒
」
で
詩
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
万
里
は
こ
こ
に
招
か
れ
て
詩
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

会
か
ら
一
月
後
の
七
月
、
道
灌
は
上
杉
定
正
邸
で
誅
殺
さ
れ
た
。

　

万
里
は
道
灌
の
霊
前
に
祭
文
を
読
み
、
の
ち
に
し
ば
し
ば
道
灌
に
対
す
る
傾
倒
と
敬
愛
の
情
を
捧
げ
て

い
る
。
長
享
二
年
（
１
４
８
８
）
の
焼
香
の
一
篇
で
は
、「
東
遊
遠
し
と
い
え
ど
も
、君
、招
く
が
た
め
に
す
。

冤え
ん
け
つ血

、端は
し

無
く
、九
き
ゅ
う
し
ょ
う

霄
に
濺そ
そ

く
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、沈
静
し
た
、し
か
も
悲
痛
な
情
念
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
江
戸
で
の
滞
留
に
見
切
り
を
つ
け
る

　

道
灌
が
謀
殺
さ
れ
て
の
ち
も
、
扇
谷
上
杉
家
当
主
の
定
正
に
引
き
止
め
ら
れ
て
江
戸
城
に
滞
在
し
て

い
た
が
、
長
享
二
年
六
月
に
起
っ
た
山
内
、
扇
谷
両
軍
の
菅
谷
原
の
合
戦
は
熾
烈
を
き
わ
め
、
戦
死
者
は



1920

七
百
人
を
越
え
、
軍
馬
の
死
も
数
百
疋ぴ
き

に
及
ぶ
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
彼
は
時
期
の
到
来
を
感
じ
、
帰
国

を
決
意
す
る
。

　

か
く
て
同
年
八
月
十
四
日
の
辰
の
刻
、
す
な
わ
ち
現
在
の
午
前
八
時
に
、
朝
食
を
す
ま
せ
た
万
里
は
江

戸
城
を
発
ち
、
そ
の
日
の
夕
方
、
白
子
（
現
和
光
市
）
に
着
い
て
宿
泊
し
た
。
こ
の
際
、
数
十
騎
の
武
士

（
真
俗
）
が
、
彼
の
身
辺
を
警
護
す
る
た
め
か
、
そ
れ
と
も
別
れ
を
惜
し
ん
で
か
、
江
戸
か
ら
七
、八
里
の

地
点
ま
で
送
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
梅
花
無
尽
蔵
』　
巻
二
よ
り

長
享
竜
集
戊
申
八
月
十
有
四
日
、
辰
刻
蓐
食
出
武
蔵
江
戸
城
、
数
十
騎
之
真
俗
、
送
余
七
八
里
、
鞍

上
聴
十
鴻
云
、

今
朝
避
乱
出
江
城　
熟
面
雲
山
送
我
行

驢
痩
吟
鞭
敲
不
進　
始
聞
鞍
上
十
鴻
声　
此
夕
宿
白
子
里

　

訓
読
す
る
と
：
長
享
竜
集
戊つ
ち
の
え
さ
る申

八
月
十
有
四
日
、
辰
の
刻と
き

に
蓐
じ
ょ
く
し
ょ
く

食
し
武
蔵
江
戸
城
を
出い

づ
。
数
十
騎

の
真し
ん
ぞ
く俗

、
余
を
送
り
て
七
八
里
、
鞍
あ
ん
じ
ょ
う上

十
鴻こ
う

を
聴
き
て
云
わ
く
、
今
朝
乱
を
避
け
て
江こ
う
じ
ょ
う城を

出
づ　

熟
じ
ゅ
く
め
ん面

す
雲
山
の
我
が
行
を
送
る
を　

驢ろ

は
痩
せ
鞭
を
吟な
ら

し
て
敲た
た

け
ど
進
ま
ず　

始
め
て
聞
く
鞍
上
十
鴻
の
声　

此
の
夕
べ
白
子
の
里
に
宿
す

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

こ
の
七
言
絶
句
は
、
馬
上
の
万
里
が
、
途
中
で
「
十
鴻
」
す
な
わ
ち
「
こ
う
の
と
り
」
の
群
が
鳴
く
声

を
初
め
て
耳
に
し
て
感
銘
を
お
ぼ
え
、
そ
れ
を
表
白
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
の
と
り
は
鶴
の
一
種
で
高

樹
や
殿
堂
に
巣
を
営
み
、
往
古
は
武
蔵
国
に
も
棲
息
す
る
数
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

な
お
、
当
時
、
白
子
が
江
戸
か
ら
川
越
に
至
り
、
さ
ら
に
武
蔵
北
部
へ
通
じ
る
街
道
の
宿
駅
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
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太
田
道
灌
の
築
い
た
江
戸
城

　

江
戸
城
の
築
城
は
康
正
二
年

（
１
４
５
６
）
に
着
手
さ
れ
、
翌

長
禄
元
年
四
月
に
完
成
し
た
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
と
き
道
灌
は
弱
冠

二
十
六
才
だ
っ
た
。

　

海
岸
線
は
、
当
時
の
平
川
郷
、

桜
田
郷
辺
り
に
迫
り
、
入
り
江
の

海
辺
に
沿
っ
た
台
地
上
に
城
が
築

か
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
江
戸
城
に

つ
い
て
は
、
正
宗
龍
統
の
『
江
戸

城
静
勝
軒
詩
序
并
江
亭
記
等
写
』 

や
、
万
里
集
九
の
『
梅
花
無
尽

蔵
』
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
ま
で
は

推
測
で
き
、　
「
子
城
（
根
城
と
も

本
丸
と
も
い
う
）」「
中
城
」「
外
城
」

の
三
重
構
造
と
な
っ
て
い
て
、
周

囲
を
切き
り
ぎ
し岸

（
斜
面
を
削
っ
て
人
工

的
に
つ
く
っ
た
断
崖
）
や
水
堀
を

巡
ら
せ
、
門
や
橋
で
結
ん
で
い
た

と
さ
れ
る
。
太
田
道
灌
は
、
本
丸

に
「
静
勝
軒
」
と
呼
ば
れ
る
居
宅

を
設
け
、
背
後
に
は
眺
望
の
良
い

高
閣
を
建
て
た
と
い
う
。

Ｃ
Ｇ
画
像　

当
時
を
推
定
し
て
制
作
さ
れ
た
太
田
氏
の
江
戸
城
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江
戸
の
原
風
景
を
探
る

　
「
江
戸
」
と
い
う
地
名
は
・
・
・

　

鎌
倉
幕
府
の
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
安
時
代
後
半
に
発
生
し
た
地
名
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
江
は
川
あ
る
い
は
入
江
と
す
る
と
、
戸
は
入
口
を
意
味
す
る
か
ら
「
江
の
入
り
口
」
に
由

来
す
る
と
考
え
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
当
時
の
江
戸
は
、
武
蔵
国
と
下
総
国
の
国
境
で
あ
る
隅
田
川
の
河

口
の
西
に
位
置
し
、
日
比
谷
入
江
と
呼
ば
れ
る
入
江
が
、
後
の
江
戸
城
の
間
近
に
入
り
込
ん
で
い
た
。

　

江
戸
前
島
が
つ
く
っ
た
日
比
谷
入
江

　

左
図
の
「
江
戸
前
島
」
に
注
目
し
た
い
。
本
郷
台
地
の
先
端
が
海
と
川
の
浸
蝕
で
削
ら
れ
た
低
地
で
、

半
島
と
し
て
海
上
に
突
き
出
し
て
い
る
。

　
「
日
本
橋
台
地
」
と
も
い
わ
れ
、両
側
の
付
け
根
に
は
河
口
（
入
江
）
を
も
ち
、西
側
は
「
日
比
谷
入
江
」

で
、
江
戸
城
が
築
か
れ
た
台
地
の
東
端
を
廻
っ
て
「
平
川
」
が
海
に
注
い
で
い
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
付

所
在
す
る
「
三
崎
稲
荷
」
は
鎌
倉
時
代
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
「
田
安
」
：
か
つ
て
の
田
安
郡
に
は
、「
田
安
稲
荷
」
が
祀
ら
れ

て
い
た
が
、
後
に
平
将
門
ゆ
か
り
の
「
築つく
ど土
神
社
」
の
兼
務
社
と

な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
田
安
門
」
が
つ
く
ら
れ
て
、
江

戸
城
の
北
の
要
め
と
な
る
。「
将
門
首
塚
」
：
千
代
田
区
大
手
町
一

丁
目
に
在
っ
て
、
京
で
曝
さ
れ
た
平
将
門
の
首
が
夜
空
に
舞
い
上

が
り
、
落
ち
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、
東
京
都
指
定
の
旧
跡
と
し
て

知
ら
れ
る
。

　
愛あた
ご
や
ま
宕
山
：
標
高
25
米
余
り
、
江
戸
時
代
に
は
素
晴
ら
し
い
景
観

を
望
む
地
点
と
し
て
著
名
だ
っ
た
。「
尼あま
だ
な店」
：
現
・
日
本
橋
室
町

一
帯
で
、
江
戸
時
代
に
は
漆
器
問
屋
街
で
知
ら
れ
た
。「
江
戸
湊
」

:

消
費
物
資
の
流
通
拠
点
で
、
江
戸
時
代
以
後
一
層
繁
栄
し
た
。
江

戸
前
島
周
辺
は
、
中
世
に
は
、
浅
草
や
品
川
湊
と
並
ぶ
武
蔵
国
の

代
表
的
な
湊
で
、
か
つ
て
の
入
間
川
（
現
・
隅
田
川
）、
旧
石
神
井

川
な
ど
の
河
口
に
近
く
、
北
関
東
の
内
陸
部
か
ら
水
運
を
用
い
て

鎌
倉
・
小
田
原
・
西
国
方
面
に
出
る
中
継
地
点
と
も
な
っ
た
。

　
太
田
道
灌
の
時
代
に
は
鎌
倉
街
道
と
浅
草
を
結
ぶ
道
路
が
江
戸

城
と
平
川
に
沿
っ
て
東
西
に
走
り
、
そ
の
付
近
に
城
下
町
が
形
成

さ
れ
た
。
た
だ
し
『
東
京
市
史
稿
』
で
は
「
日
比
谷
入
江
」
を 

江

戸
湊
と
し
て
い
る
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
当
時
の
石

神
井
川
は
、の
ち
に
上
流
の「
谷
田
川
」が
王
子
付
近
か
ら
荒
川
（
隅

田
川
の
上
流
）
に
繋
が
れ
、旧
石
神
井
川
は
現
在
は
消
失
し
て
い
る
。

　
「
千
束
池
」、「
姫
が
池
」
は
現
・
台
東
区
に
、「
白
鳥
池
」
は
現
・
文
京
区
に
、「
日
比
谷
入
江
」、

「
お
玉
が
池
」
は
現
・
千
代
田
区
に
所
在
し
た
。「
三
崎
」:

日
比
谷
入
江
に
突
き
出
し
た
岬
み
さ
きが
語

源(

千
代
田
区
町
名
ガ
イ
ド
に
拠
る)

で
、
か
つ
て
三
崎
村
と
呼
ば
れ
、
現
・
Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅
付
近
に
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け
代
え
ら
れ
て
、
江
戸
前
島
を
東
に
向
か
い
、「
神
田
川
」
と
「
日
本
橋
川
」
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
湊
と
浅
草
湊

　

も
う
一
つ
は
旧
石
神
井
川
の
河
口
で
、「
江
戸
湊
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
か
つ
て
は
港
湾
の
う
ち

水
上
部
分
を
「
港
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
陸
上
部
分
を
「
湊み
な
と」

と
呼
ん
で
い
た
）。

　

石
神
井
川
は
練
馬
区
の
石
神
井
公
園
か
ら
板
橋
区
の
南
を
流
れ
、
い
ま
で
は
北
区
滝
野
川
に
入
っ
て
か

ら
、
Ｊ
Ｒ
王
子
駅
の
下
を
流
れ
て
隅
田
川
に
注
い
で
い
る
が
、
本
来
の
川
筋
は
、
飛
鳥
山
西
側
か
ら
千
駄

木
根
津
不
忍
池
湯
島
須
田
町
神
田
﹇
お
玉
が
池
﹈
日
本
橋
堀
留
に
至
る
河
川
で
、
前
島
東
岸
の
海
に
注
い

で
い
た
。

　

ま
た
か
つ
て
は「
入
間
川
」（
現
在
は
隅
田
川
）の
河
口
に
当
る
浅
草
寺
を
中
心
と
す
る
一
帯
も「
江
の
戸
」

だ
っ
た
。
そ
こ
で
海
岸
づ
た
い
に
こ
の
入
江
に
辿
り
つ
い
た
渡
来
人
た
ち
が
、
こ
こ
か
ら
武
蔵
国
の
内
陸

部
に
進
出
し
て
い
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
、
日
比
谷
入
江
、
江
戸
湊
と
と
も
に
繁
栄
し
て
い
た
。「
浅
草
湊
」

と
し
て
確
か
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
吾
妻
鏡
』
な
ど
の
文
献
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
だ
。

　

な
お
中
川
（
古
利
根
川
ま
た
は
古
隅
田
川
の
）
の
河
口
と
多
摩
川
河
口
の
品
川
湊
に
つ
い
て
も
触
れ
る
べ

き
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
物
語
り
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
江
戸
氏
の
館
」
か
ら
始
ま
っ
た　
江
戸
の
ま
ち
づ
く
り

　

秩
父
氏
は
河
越
か
ら
江
戸
へ

　

江
戸
の
開
発
は
、
桓
武
平
氏
を
称
す
る
秩
父
党
の
一
族
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
平
安
時
代
後
期
の

こ
と
に
な
る
。
武
蔵
国
秩
父
地
方
か
ら
出
て
、
河
越
（
現
・
川
越
市
）
か
ら
入
間
川
（
現
荒
川
）
沿
い
に

平
野
部
へ
と
進
出
し
、
秩
父
重
綱
の
四
男
重
継
は
武
蔵
国
江
戸
郷
を
相
続
し
た
。
彼
は
江
戸
の
地
名
を
と

っ
て
江
戸
四
郎
と
称
し
、
江
戸
氏
を
興
し
て
桜
田
郷
の
高
台
に
居
館
を
構
え
た
。
そ
の
場
所
は
、
後
の
本

丸
・
二
ノ
丸
辺
り
の
台
地
上
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
、
江
戸
館
の
遺
構
は

跡
形
も
無
い
。
全
く
皆
無
で
あ
る
。

　

中
世
の
豪
族
の
居
館
は
・
・
・

　

平
常
で
も
防ぼ
う
ぎ
ょ禦
の
構
え
を
も
ち
、
戦
闘
の
城
塞
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
て
い
た
の
で
、「
城
館
」
と
も

い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
居
館
を
営
む
た
め
に
、
要
害
の
地
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
・
皇
居



2728

が
占
め
る
台
地
は
標
高
が
高
く
、
台
地
の
北
東
に
沿
っ
て
平
河
が
流
れ
、
南
側
に
は
赤
坂
の
溜
池
が
あ
る

谷や

ち地
を
控
え
て
い
る
の
で
、
ま
さ
し
く
天
然
の
要
害
と
し
て
、
城
館
の
適
地
だ
っ
た
。

　

江
戸
氏
が
歴
史
に
登
場
し
た
の
は

　

江
戸
氏
の
祖
と
さ
れ
る
重
継
の
長
子
、
江
戸
重
長
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
重
継
も
、
重
長
も

生
年
・
没
年
と
も
に
不
詳
で
、
歴
史
の
記
述
は
、
治
承
四
年
（
１
１
８
０
）、
源
頼
朝
が
東
国
で
挙
兵
し

た
時
の
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
こ
ろ
江
戸
氏
は
・
・
・

　

平
家
一
門
の
豪
族
と
し
て
、
江
戸
周
辺
の
水
利
を
把
握
し
、
富
み
を
蓄
え
、
力
を
誇
っ
て
い
た
。
し
か

し
同
族
の
河
越
氏
、
葛
西
氏
の
働
き
か
け
で
、
源
氏
、
頼
朝
の
願
い
を
受
入
れ
、
重
長
は
頼
朝
に
与
す
る

こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
河
越
氏
の
重
頼
は
・
・
・

　

源
頼
朝
の
弟
と
な
る
義
経
の
縁
戚
と
い
う
因
縁
に
よ
っ
て
頼
朝
に
誅
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
悲
劇

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
紙
54
号
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
江
戸
氏
重
長
も
頼
朝
か
ら
恩
寵
を
受
け
る

こ
と
は
無
く
、
鎌
倉
幕
府
成
立
に
深
く
関
わ
っ
た
両
氏
に
対
し
て
明
る
い
報
い
は
訪
れ
な
か
っ
た
。

　

後
に
江
戸
城
を
築
い
た
太
田
道
灌
に
追
わ
れ
、
館
を
離
れ
た
江
戸
氏
一
族
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
次
号
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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│
明
治
時
代
の
剣
豪
│

　

稲
田
八
郎
と
剣
道
場

　
王
政
復
古
か
ら
間
も
な
い
明
治
の
初
め
、当
時
は
新
座
郡「
志
木
宿
」と
い
わ
れ
て
い
た
街
の
一
角
か
ら
、

連
日
激
し
い
気
合
い
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。
現
在
の
本
町
三
丁
目
の
バ
ス
通
り
裏
手
（「
上
町
」）
の
一
角
、

門
弟
数
百
人
を
擁
す
る
剣
道
場
「
養
気
館
」
か
ら
の
、
猛
稽
古
に
よ
る
気
合
い
で
あ
る
。

　

以
下
「
志
木
市
史
通
史
編
」
を
参
考
に
し
て
、こ
の
人
「
稲
田
八
郎
」
の
活
動
を
偲
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　

稲
田
八
郎
は
天
保
十
三
年
（
１
８
４
２
）
正
月
、
江
戸
神
田
に
生
ま
れ
、
幼
少
か
ら
本
郷
森
川
町
の
岡

田
十
内
の
門
に
入
っ
た
。
そ
の
技
は
群
を
抜
き
神
童
の
異
名
を
と
っ
た
と
い
う
。
十
内
は
武
州
足
立
郡
下

戸
田
（
現
・
戸
田
市
）
の
人
で
、
藤
堂
家
屋
敷
の
一
角
に
道
場
を
も
ち
、
同
家
の
剣
道
師
範
を
勤
め
て
い
た
。

　

柳
剛
流
剣
術
は
「
柳
の
靡な
び

く
よ
う
な
柔
ら
か
さ
を
剛
と
す
る
」
を
標
榜
す
る
剣
法
で
、
心
形
刀
流
の
岡

田
惣
右
衛
門
が
一
派
を
開
き
、
神
田
お
玉
ヶ
池
に
道
場
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
技
術
的

に
は
「
足
を
撃
つ
に
妙
を
得
」
と
あ
っ
て
、
初
撃
に
相
手
の
足
を
切
っ
て
戦
闘
力
を
奪
う
も
の
で
、
い
わ

ば
実
戦
的
剣
法
で
あ
る
。

　
新
興
流
派
と
も
い
う
べ
き
柳
剛
流
は
、
剣
の
ほ
か
に
薙
刀
・
居
合
・
棒
・
杖
の
諸
要
素
を
組
み
入
れ
た

幅
広
い
混
合
武
術
の
形
態
を
と
り
、
宗
家
の
統
制
も
比
較
的
ゆ
る
く
流
動
的
で
、
免
許
を
受
け
た
門
弟
た

ち
は
各
地
に
分
散
し
、
各
々
が
一
家
の
流
旗
を
立
て
、
社
中
を
結
成
し
て
流
勢
の
拡
大
を
図
っ
た
の
で
、

関
東
は
も
ち
ろ
ん
、
仙
台
・
伊
勢
・
三
河
方
面
に
ま
で
広
が
っ
た
。

　
師
の
十
内
か
ら
免
許
皆
伝
を
許
さ
れ
た
八
郎
は
、
維
新
の
さ
い
に
は
彰
義
隊
に
加
盟
し
て
上
野
の
山
に

こ
も
り
、
官
軍
に
抗
戦
し
つ
つ
下
総
・
結
城
・
函
館
と
転
戦
し
、
縦
横
無
尽
な
活
躍
を
し
た
と
い
う
。
し

か
し
大
政
奉
還
に
よ
っ
て
明
治
時
代
と
な
り
、
一
変
し
て
賊
徒
と
な
っ
た
八
郎
は
、
負
傷
の
身
を
支
え
つ

つ
、
あ
る
と
き
は
知
人
宅
に
隠
れ
、
あ
る
と
き
は
農
家
の
納
屋
に
臥
す
な
ど
、
捜
索
の
目
を
く
ぐ
っ
て
新

座
郡
片
山
村
（
現
・
新
座
市
）
に
巡
っ
て
き
た
。

　
気
骨
を
も
っ
た
鈴
木
某
氏
の
計
ら
い
で
匿
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
八
郎
は
、
文
武
両
道
に
秀
で
、
大
赦

令
（
明
治
二
年
七
月
）
が
出
さ
れ
た
後
は
鈴
木
氏
一
族
に
支
え
ら
れ
た
仮
の
住
ま
い
を
道
場
と
し
て
、
近
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在
の
若
者
に
剣
術
の
指
南
を
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
江
戸
周
辺
で
は
、
一
揆
や
盗
難
防
止
を
目
的
に
武
力
に
よ
る
自
衛
化
の
動
き
が
み
ら
れ
、
大

家
で
は
万
一
に
備
え
て
剣
術
家
を
雇
い
入
れ
る
な
ど
の
防
衛
策
を
講
じ
た
。
県
下
一
を
誇
る
志
木
宿
の
大

地
主
西に
し
ぶ武

で
も
、
強
盗
に
押
し
入
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
自
己
防
衛
の
必
要
に
か
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
剣
士
の
名
も
高
い
稲
田
八
郎
が
警
護
人
と
し
て
招
か
れ
た
。

　
朱し
ゅ
ざ
や鞘

の
大
小
を
携
え
た
八
郎
は
、
片
山
の
鈴
木
家
か
ら
西
川
家
へ
と
往
来
し
て
警
護
の
任
に
当
た
る
傍

ら
、
若
者
に
剣
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
。
八
郎
の
教
え
を
請
う
人
々
は
日
々
激
増
し
、
西
川
家
を
始
め
と
す

る
有
力
者
の
薦
め
に
よ
っ
て
、
志
木
宿
に
道
場
が
建
設
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
の
年
帯
刀
禁
止
令
が
公
布
さ
れ
、
剣
道
の
衰
退
期
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
場
が

開
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
八
郎
の
人
気
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
道
場
の
開
設
に
先
立
っ
て
、
旧
幕

臣
で
あ
り
剣
豪
で
も
あ
る
山
岡
鉄
舟
が
扁
額
を
寄
せ
、
道
場
は
「
心
を
専
ら
と
し
、
気
力
を
養
う
」
と
し

て
「
養
気
館
」
と
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鉄
舟
も
養
気
館
へ
時
々
姿
を
み
せ
た
と
い
う
。

　
養
気
館
は
現
在
の
本
町
バ
ス
通
り
か
ら
路
地
を
入
っ
た
所
が
正
門
で
、
裏
門
は
冨
士
道
の
上
町
郵
便
局

の
横
を
入
っ
た
辺
り
に
在
っ
て
、
か
な
り
規
模
の
大
き
な
平
屋
建
て
だ
っ
た
。
玄
関
を
入
る
と
廊
下
に
沿

っ
て
稽
古
場
（
三
〇
坪
位
）
が
あ
り
、
そ
の
壁
に
は
段
位
と
氏
名
を
示
す
木
札
が
掛
け
ら
れ
、
下
段
に
は

薙
刀
・
棒
・
木
刀
な
ど
が
掛
け
て
あ
っ
た
。

　
柳
剛
流
は
修
業
の
簡
略
化
を
図
り
、
他
の
流
派
と
比
べ
て
免
許
を
取
得
す
る
ま
で
の
段
階
や
年
限
が
割

合
に
緩
や
か
だ
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
修
業
は
厳
し
く
、
序
・
無
段
・
切
紙
・
目
録
・
免
許
皆
伝
の
順
で

昇
段
す
る
の
だ
が「
切
紙
」の
取
得
に
は
早
く
て
三
、四
年
を
要
す
る
と
言
わ
れ「
切
紙
」を
許
さ
れ
れ
る
と
、

入
門
者
に
代
稽
古
を
つ
け
る
ほ
か
、
師
か
ら
巻
物
一
巻
が
授
与
さ
れ
た
。

　

多
く
の
門
弟
と
と
も
に
修
業
を
続
け
て
い
た
嗣
子
四
郎
も
明
治
三
十
年
九
月
、
よ
う
や
く
に
し
て
八
郎

か
ら
「
目
録
」
を
許
さ
れ
、父
の
高
弟
に
支
え
ら
れ
つ
つ
若
先
生
と
称
さ
れ
て
師
範
代
を
勤
め
て
い
た
が
、

同
三
十
七
年
日
露
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
出
征
し
た
。

　

そ
の
後
道
場
は
や
や
低
調
に
な
っ
た
が
、
同
年
十
二
月
の
帝
国
議
会
で
、
本
県
選
出
の
星
野
仙
蔵
・
小
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七
回
忌
に
当
た
る
大
正
八
年
五
月
、
養
気
館
か
ら
ほ
ど
近
く
、
八
郎
が
好
ん
で
散
策
し
た
鎮
守
社
（
敷
島

神
社
）
の
境
内
に
、
岡
田
忠
彦
（
第
一
七
代
埼
玉
県
知
事
）
の
篆て
ん
が
く額
に
よ
る
「
稲
田
八
郎
先
生
之
碑
」
を
建

立
し
た
の
で
あ
る
。

稲
田
八
郎
君
碑
銘

誰
謂
劔
者
一
人
之
敵
耳
豈
其
然
乎
鍛
其
筋
骨
鍊
其
心
膽
以
究
其
妙
達
其
奥
當
敵
于
萬
人

矣
爰
有
其
人
稲
田
先
生
是
也
先
生
姓
源
諱
吉
久
稱
八
郎
紀
藩
花
形
清
兵
衛
之
末
男
而
以

天
保
三
壬
寅
年
正
月
八
日
生
于
江
戸
其
先
出
梶
原
景
季
之
遠
裔
云
資
性
深
沈
而
勇
毅
幼

而
學
劍
法
於
江
戸
人
柳
剛
流
岡
田
十
内
後
師
事
小
川
清
武
夙
有
神
童
之
稱
及
壯
爲
武
術

修
業
遍
歴
諸
國
矣
偶
當
維
新
革
命
之
際
加
盟
彰
義
隊
籠
上
野
抗
官
軍
後
轉
戰
下
総
結
城

及
函
館
等
馳
駆
彈
丸
雨
注
之
間
于
時
将
軍
德
川
慶
喜
公
奉
還
大
政
以
表
恭
順
之
誠
意
遂

歸
海
内
靜
謐
實
明
治
元
年
戌
辰
之
役
也
爾
來
先
生
ト
居
於
武
蔵
國
新
座
郡
志
木
宿
開
演

武
之
道
場
號
養
氣
館
專
心
竭
力
於
斯
道
之
普
及
門
人
來
集
者
實
五
百
六
十
有
餘
名
山
岡

鐵
舟
居
士
爲
寄
其
扁
額
同
十
八
季
四
月
山
岡
鐵
太
郎
鷲
尾
隆
聚
中
山
信
安
氏
等
創
立
劔

沢
愛
次
郎
の
国
会
議
員
（
と
も
に
剣
士
）
に
よ
っ
て
、
剣
道
が
中
学
校
の
正
科
に
加
え
ら
れ
、
剣
道
熱
は

盛
ん
に
な
り
、
剣
士
を
目
指
す
少
年
の
入
門
が
増
え
、
稲
田
道
場
は
再
び
活
気
を
取
り
も
ど
し
た
。

　
砲
兵
軍
曹
で
凱
旋
し
た
四
郎
は
、
明
治
四
十
年
新
た
に
道
場
を
設
立
し
、
名
も
「
養
気
館
」
か
ら
「
明

信
館
」
と
改
め
て
、
面
目
を
一
新
し
た
。
道
場
も
新
築
し
て
気
運
も
熟
す
矢
先
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
の

八
月
十
七
日
、
愛
妻
「
加
と
」
の
急
逝
に
遭
っ
た
八
郎
は
、
こ
れ
を
機
に
道
場
を
完
全
に
四
郎
に
委
ね
て

隠
居
し
、
大
正
二
年
五
月
、
病
の
冒
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
七
十
二
歳
を
一
期
と
し
て
没
し
た
の
で
あ
る
。

　
翌
月
か
ら
四
郎
を
中
心
と
す
る
西
川
武
十
郎
・
石
原
弥
五
郎
・

神
山
弥
次
郎
・
三
上
喜
三
郎
・
西
川
利
三
郎
・
木
下
常
蔵
ら
の

旧
高
弟
が
発
起
人
と
な
り
、
恩
師
の
功
績
を
不
朽
に
伝
え
よ
う

と
、
記
念
碑
建
立
の
運
動
を
展
開
し
た
。

　

二
十
九
ヶ
町
村
に
わ
た
る
広
範
囲
の
門
人
を
尋
ね
、
一
七
九

人
の
協
力
に
よ
っ
て
、
三
一
二
円
余
り
の
寄
付
を
集
め
、
師
の
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稲
田
八
郎
君
碑
銘
の
読
み
下
し　
（
志
木
市
文
化
財　

26
集
「
志
木
市
の
碑
文
」
よ
り
引
用
）

誰
か
謂
う
、
剣
は
一
人
に
敵
す
る
の
み
と
。
豈
そ
れ
然
ら
ん
や
。
そ
の
筋
骨
を
鍛
え
、
そ
の
心
胆
を
練
り
、

槍
永
続
社
擧
郡
内
取
締
同
廿
八
年
十
二
月
大
日
本
武
德
會
々
長
山
田
信
道
氏
奉
総
裁
彰

仁
親
王
殿
下
之
令
旨
嘱
托
地
方
委
員
矣
先
生
自
幼
盡
瘁
武
術
數
十
年
間
如
一
日
宣
哉
其

造
諸
之
深
究
其
妙
奥
豈
不
偶
然
也
矣
晩
年
讓
業
於
嗣
子
四
郎
吉
長
委
心
於
花
卉
栽
培
悠

悠
而
送
餘
生
大
正
二
年
五
月
十
四
日
以
病
没
于
家
享
年
七
十
有
二
門
人
子
弟
相
謀
勒
其

功
績
以
欲
傳
不
朽
來
乞
于
余
銘
依
而
代
諸
子
銘
之
銘
曰

我
国
尚
盛　
　

士
氣
常
奮　
　

我
師
修
武　
　

志
木
為
壮

埼
玉
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等
岡
田
忠
彦
篆
額　

篁
堂　

中
野
升
撰
文

一
堂　

木
下
當
通
書

大
正
八
己
未
年
五
月　

内
田
榮
藏
鐫

再
建
者

　

小
山
正
次

　

村
山
勝
太
郎

以
て
そ
の
妙
を
究
め
、
そ
の
奥お
う

に
達
す
れ
ば
ま
さ
に
万
人
に
敵
す
べ
し
。
こ
こ
に
そ
の
人
あ
り
。
稲
田
先

生
是
な
り
。
姓
は
源
、
諱
は
吉
久
、
八
郎
と
称
す
。
紀
藩
花
形
清
兵
衛
の
末
男
に
し
て
天
保
三
壬
寅
の
年

正
月
八
日
を
以
て
、
江
戸
に
生
ま
る
。
そ
の
先
は
梶
原
景
季
の
遠
裔
に
出
づ
と
云
う
。
資
性
深
沈
に
し
て

勇
毅
、
幼
く
し
て
剣
法
を
江
戸
の
人
柳
剛
流
岡
田
十
内
に
学
び
、
後
、
小
川
清
武
に
師
事
す
。
夙
に
神
童

の
称
あ
り
。
壮
な
る
に
及
び
て
武
術
修
行
の
た
め
諸
国
を
遍
歴
す
。
た
ま
た
ま
維
新
革
命
の
際
に
当
た
り
、

彰
義
隊
に
加
盟
し
、
上
野
に
籠
り
て
、
官
軍
に
抗
し
、
後
、
下
総
結
城
及
び
函
館
等
に
転
戦
し
、
弾
丸
雨

注
の
間
に
馳
駆
す
。
時
に
将
軍
徳
川
慶
喜
公
大
政
を
奉
還
し
、
以
て
恭
順
の
誠
意
を
表
し
、
遂
に
海
内
静

謐
に
帰
す
。
実
に
明
治
元
年
戌
辰
の
役
な
り
。
爾
来
、
先
生
、
居
を
武
蔵
国
新
座
郡
志
木
宿
に
卜
し
、
演

舞
の
道
場
を
開
き
、
養
気
館
と
号
し
て
、
専
心
力
を
斯
道
の
普
及
に
竭
く
す
。
門
人
来
り
集
う
者
、
実
に

五
百
六
十
有
余
名
。
山
岡
鉄
舟
居
士
、
為
に
そ
の
扁
額
を
寄
す
。
同
十
八
季
四
月
、
山
岡
鉄
太
郎
、
鷲
尾

隆
聚
、
中
山
信
安
等
、
剣
槍
永
続
社
を
創
立
、
郡
内
取
締
に
挙
げ
ら
る
。
同
二
十
八
年
十
二
月
、
大
日
本

武
徳
会
会
長
山
田
信
道
氏
、
総
裁
彰
仁
親
王
殿
下
の
令
旨
を
奉
じ
、
地
方
委
員
会
に
嘱
託
す
。
先
生
幼
き

よ
り
武
術
に
尽
瘁
し
、
数
十
年
間
一
日
の
如
し
。
宜
な
る
哉
、
そ
の
造
詣
の
深
く
し
て
、
そ
の
妙
奥
を
究

む
る
こ
と
、
豈
偶
然
な
ら
ず
や
。
晩
年
業
を
嗣
子
四
郎
吉
長
に
譲
り
、
心
を
花
卉
栽
培
に
委
ね
、
悠
々
と

し
て
余
生
を
送
る
。
大
正
二
年
五
月
十
四
日
、
病
を
以
て
家
に
没
す
。
享
年
七
十
有
二
。
門
人
子
弟
相
謀
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り
、
そ
の
功
績
を
勒
し
、
以
て
不
朽
に
伝
え
ん
と
欲
し
、
来
り
て
余
に
銘
を
乞
う
。
依
っ
て
諸
子
に
代
わ

り
、
こ
れ
を
銘
す
。
銘
に
曰
く
、

　

我
が
国
尚
し
く
盛
ん　

立
気
常
に
奮
う　

我
が
師
武
を
修
め
、
志
木
為
に
壮
た
り

埼
玉
県
知
事
正
五
位
勲
四
等　

岡
田
忠
彦
篆
額　

篁
堂　

中
野
升
撰
文

一
堂　

木
下
當
通
書

大
正
八
己
未
年
五
月　

内
田
榮
藏
鐫　

　

現
在
敷
島
神
社
に
建
っ
て
い
る
石
碑
の
左
下
隅
に
は
、
小
さ
い
文
字
で
「
再
建
、
小
山
正
次
、
村
山
勝

太
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
八
郎
の
死
後
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
が
破
損
し
た
た
め
か
、
大
正
八
年
に

再
び
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
る
。

門
人

針
ヶ
谷 

鈴
木
小
太
郎　

細
田
常
右
衛
門　

寺
澤
孫
右
衛
門　
濱
崎 

須
田
良
吉　

小
寺
與
吉　
保
谷 

本
橋
安
太
郎　

野
口
七
次
郎　

野
川
惣

五
郎　

内
田
哲
之
助　

野
口
福
壽　

野
口
次
郎　

蓮
見
源
蔵　

柏
木
甚
五
郎　

野
口
貞
治　

名
古
屋
丑
五
郎　

野
口
新
太
郎　

小
山
壽
平

都
築
鍵
太　

保
谷
明
次
郎　

並
木
金
太
郎　

金
子
平
一
郎　

秋
元
八
左
衛
門　

保
谷
宗
太
郎　

西
林
源
録　

岩
崎
次
郎
吉　

蓮
見
俊
太
郎

土
支
田 

加
藤
幸
三
郎　

榎
本
又
右
衛
門　

島
崎
善
吉　

加
藤
佐
平
次　

加
藤　

實　

加
藤
市
三
郎　

加
藤
利
平　

加
藤
作
左
衛
門　

加
藤
浅

五
郎　
竹
間
澤 

池
上
善
兵
衛　

前
田
民
部　
岡 

比
留
間
嘉
平
次　
大
和
田 

細
沼
政
吉　
大
井 

森
田
富
蔵　
片
山 

中
里
萬
蔵　
根
岸 

高
野
勘
治

南
畑 

前
田
善
治
郎　

吉
川
岩
太
郎　

砂
川
千
代
吉　

須
田
友
太
郎　

渋
谷
榮
太
郎　
宗
岡 

内
田
夘
之
助　

篠　

要
輔　

篠　

新
吉　

大
橋
岩

吉　

本
多
瀧
蔵　

金
子
源
四
郎　

清
水
重
左
衛
門　
上
内
間
木 

野
島
彌
十
郎　
野
火
止 

成
田
昌
平　

浅
野
彌
右
衛
門　

齋
藤
佐
太
郎　

新
井

彌
太
郎　

島
村
光
太
郎　

小
泉
伊
平
次　

新
井
宇
兵
衛　

石
田
弘
平　

清
水
宗
太
郎　

清
水
美
治　

山
本
吉
五
郎　

並
木
彌
惣
次　

須
田

作
一
郎　

三
輪
金
兵
衛　

一
ノ
瀬
宇
兵
衛　
福
罔 

吉
野
彦
太
郎　

柳
川
岩
松　

柳
川
孝
太
郎　

桺
川
重
蔵　

簑
輪
治
平　
二
ツ
宮 

森　

瀧
蔵

小
榑 

田
中
源
蔵　

鈴
木
利
三
郎　

内
堀
卯
之
助　

永
井
喜
代
治　

加
藤
藤
吉
郎　

平
野
嘉
平　

稲
垣
平
助　

保
谷
平
太
郎　
浅
久
保 
田

中
重
雄　
宮
戸 

高
橋
庫
二　
溝
沼 

大
畑
榮
助　

鈴
木
幸
十
郎　

橋
本
喜
代
治　

塩
味
松
太
郎　

岡
野
幸
八　

渡
邉
利
平　

土
屋
政
太
郎

橋
本
太
郎
兵
衛　
水
子 

山
田
治
兵
衛　

水
宮
金
吾　
島
根 

相
川
喜
代
蔵　
石
神
井 

栗
原
鉚
三　

豊
田
春
陽　

田
中
半
左
衛
門　

朝
賀
忠
善

櫻
井
平
助　

本
橋
與
五
郎　
膝
折 

大
畑
榮
次
郎　

高
橋
國
太
郎　

河
合
五
郎
兵
衛　

高
橋
佐
市　

佐
伯
初
五
郎　

小
川
源
三
郎　
岡 

鈴
木

政
吉　

田
中
久
五
郎　

橋
本
忠
三
郎　

宮
崎
要
蔵　

井
口
鐐
蔵　

井
口
菊
次
郎　

井
口
彌
市　

田
中
清
三
郎　

橋
本
泰
蔵　

島
崎
平
蔵

井
口
正
治　

井
口
彌
兵
衛　

橋
本
太
一　

井
口
又
右
衛
門　

橋
本
金
太
郎　

櫻
井
仙
蔵　

小
美
野
亀
之
助　

保
谷
玉
三
郎　

橋
本
義
一

田
中
源
蔵　
菅
澤 

長
谷
川
松
五
郎　

金
子
興
七
郎　

須
田
久
五
郎　

込
戸
新
八　
尾
間
木 

鈴
木
仙
太
郎　
東
京 

野
島
平
蔵　

村
山
勇
次
郎

池
田
き
ん　
志
木
町 

西
川
武
十
郎　

三
上
権
兵
衛　

西
川
利
三
郎　

西
川
市
太
郎　

西
山
宗
十
郎　

木
下
常
蔵　

三
上
喜
三
郎　

三
枝
富
吉

神
山
貞
太
郎　

秋
元
藤
太
郎　

西
川
義
三
郎　

横
内
義
隆　

村
山
勝
太
郎　

高
橋
作
次
郎　

小
山
正
治　

井
下
田
八
百
蔵　

石
原
花
吉

村
山
彦
吉　

真
島
尚
助　

神
山
彌
次
郎　

三
上
春
吉　

高
野
武
兵
衛　

三
上
恒
四
郎　

篠
澤
源
次
郎　

中
村
松
次
郎　

久
保
田
伊
助

上
原
百
太
郎　

飯
田
岩
三
郎　

武
藤
金
三
郎　

森
田
松
太
郎　

織
田
正
治　

関
根
清
三
郎　

井
下
田
準
一
郎　

大
野
伊
三
郎　

細
田　

洋

池
内
慶
太
郎　

土
屋
河
次　

神
山
保
次
郎　

星
野
角
蔵　

渡
井
武
一
郎　

西
川
信
光　

小
寺
倉
吉

幹
事

西
川
武
十
郎　

西
川
利
三
郎　

木
下
常
蔵　

神
山
彌
次
郎　

三
上
喜
三
郎　

真
島
尚
助　

高
橋
國
太
郎　

石
原
彌
五
郎

村
名
い
ろ
は
順
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下
宗
岡
の
文
化
財
を
訪
ね
て

地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

浦
安
の
舞

と　

き
：
平
成
二
十
四
年
五
月
十
日

と
こ
ろ
：
志
木
市
本
町
二
丁
目

　

敷
島
神
社
境
内

　

敷
島
神
社
の
大
祭
で
荘
重
・
典
雅
な
「
浦
安

の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

浦うら
や
す安
の
舞まい
は
、
近
代
に
作
ら
れ
た
神
楽
で
、

昭
和
天
皇
の
御
製
「
天あめ
つ
ち地の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な

ぎ
の
海
の
ご
と
く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」
が
歌
詞

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

緋
袴
を
着
け
た
、
伝
統
的
な
白
地
の
装
束
で
、

檜
扇
と
鈴
を
持
っ
て
踊
る
本
格
的
な
群
舞
は
、

敷
島
神
社
の
大
祭
に
豪
華
な
彩
り
を
添
え
た
。

　

下
ノ
氷
川
神
社

　

観
応
二
年（
１
３
５
１
）九
月
に
上
宗
岡
の
氷
川
神
社（
上
ノ
氷
川
神
社
）を
分
祀
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
時
、
上
ノ
氷
川
神
社
に
あ
っ
た
茶
臼
を
二
つ
に
分
け
、
上
石
に
「
観
応
二
年
」
の
年
暦
を
刻
ん
で

神
殿
の
床
下
に
埋
め
、
真
上
に
あ
た
る
社
殿
内
に
幣へい
は
く帛の
御
神
体
を
祀
っ
た
。
多
く
の
社
寺
が
南
面
ま
た

は
東
面
し
て
い
る
の
に
対
し
、
下
ノ
氷
川
神
社
は
北
面
し
て
い
る
。
上
ノ
氷
川
神
社
と
向
き
合
い
、
氏
子

の
村
人
を
守
る
こ
と
を
念
願
し
た
も
の
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
六
十
一
年
秋
に
改
築
さ
れ
た
社
殿
の
中
に
は
、
江
戸
期
の
も
の
を
含
む
数
多
く
の
絵
馬
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。

　

篭
か
ご
し
ま
も
ん
ぴ

嶌
門
樋

　

江
戸
時
代
の
絵
図
に
も
記
さ
れ
、
ま
た
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』（
明
治
八
年
刊
）
に
は
「
籠
嶋
圦
樋
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
八
年
（
１
８
９
５
）
五
月
、
木
製
か
ら
、
石
積
み
の
ア
ー
チ
型
樋
門
に
造
り

替
え
ら
れ
、「
篭
嶌
門
樋
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
新
河
岸
川
の
旧
堤
防
に
造
ら
れ
て
、
通
常
は
用
水
の
落

し
水
な
ど
を
川
へ
流
し
、
川
の
水
嵩
が
増
す
と
観
音
扉
が
閉
ま
っ
て
、
堤
内
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
。

　

篭
嶌
門
樋
は
、
当
時
の
入
間
郡
宗
岡
村
が
県
の
技
術
指
導
と
県
税
の
補
助
を
得
て
建
設
し
た
。
下
流
側

に
は
、
現
在
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
木
製
の
観
音
開
き
の
戸
で
、
戸
の

上
の
石
に
「
篭
嶌
門
樋
」
と
刻
ま
れ
た
。
ア
ー
チ
の
石
組
み
は
、
五
角
形
の
切
石
積
み
で
、
西
洋
の
煉
瓦
・

石
造
り
建
築
に
み
ら
れ
る
方
式
で
、
日
本
古
来
の
ア
ー
チ
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
石
造
り
の
ア
ー
チ
型
樋

門
と
し
て
は
県
内
唯
一
の
も
の
な
の
で
、
志
木
市
の
文
化
財
と
し
て
指
定
す
べ
き
だ
、
と
い
う
声
が
高
い
。

と　

き
：
平
成
二
十
四
年
五
月
十
三
日
（
日
）

「
志
木
の
ま
ち
案
内
人
の
会
」・
志
木
市
教
育
委
員
会
主
催
の
テ
ー
マ

「
水
と
生
き
る 

水
を
生
か
す 

今
・
昔
」

篭
かごしまもんぴ
嶌門樋

下ノ氷川神社
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４
月
15
日
（
日
）
午
后
、
保
存
会
の
総
会
が
敷
島
神
社
社
務

所
で
開
催
、
新
年
度
の
事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
た
。
会
長
に
清

水
良
介
、
副
会
長
に
池
田
栄
次
、
深
瀬
克
氏
が
選
出
さ
れ
、
事

務
局
は
志
木
市
商
工
会
事
務
局
内
で
電
話
：048-471-0049

　

敷
し
き
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

島
神
社
境
内
地
の
北
角
に
、
明
治
２
年
10
月
か
ら
明
治

５
年
６
月
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
富ふ
じ
づ
か

士
塚
で
、
高
さ
８
・
５
ｍ
、

円
周
１
２
５
・
３
ｍ
、
斜
度
39
度
の
丸
み
の
あ
る
方
形
を
し
た

築
山
で
あ
る
。

　

富
士
塚
と
は
、
富
士
山
を
模
し
て
築
か
れ
た
人
造
の
小
山
で
、

市
内
で
は
こ
の
他
に
も
う
一
基
宗
岡
地
区
の
浅
せ
ん
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ

間
神
社
に
も
富

士
塚
が
あ
る
。

地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

志
木
市
田
子
山
富
士
保
存
会
の
再
発
足

お
富
士
さ
ん
を
み
ん
な
の
手
で

田た
ご
や
ま
ふ
じ
づ
か

子
山
富
士
塚

平
成
18
年
３
月
17
日 

埼
玉
県
指
定　

有
形
民
俗
文
化
財

と
こ
ろ
：
志
木
市
本
町
二
丁
目
１
７
０
５

と
き
：
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
６
月
築
造　

こ
の
場
所
に
は
、
も
と
も
と
古
く
か
ら
古
墳
と
い
わ
れ
て
き

た
小
山
が
あ
り
、
そ
の
上
に
三
十
三
尺
（
約
10
ｍ
）
の
土
を
盛

り
、
２
年
８
ヶ
月
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
。

　

築
造
の
発
起
人
は
、
当
時
、
引
ひ
き
ま
た
じ
ゅ
く

又
宿
（
現
：
志
木
市
本
町
）
で

醤
油
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た
高
た
か
す
し
ょ
う
き
ち

須
庄
吉
氏
で
、
後
に
富
士
講

の
先
達
と
な
っ
た
ほ
ど
熱
心
な
富
士
講
信
者
で
あ
っ
た
。

　

今
も
残
る
多
数
の
石
造
遺
物
か
ら
は
、
築
造
工
事
に
あ
た

り
実
に
県
内
97
町
村
、
東
京
43
町
村
、
講
中
を
除
い
て
も

２
４
１
６
名
も
の
寄
進
者
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
寄
進
者

と
し
て
、
当
時
の
有
名
な
歌
舞
伎
役
者
で
あ
る
岩いわ
い
は
ん
し
ろ
う

井
半
四
郎
、

尾おの
え
き
く
じ
ろ
う

上
菊
次
郎
を
始
め
、
引
又
河
岸
の
舟
運
関
係
者
や
深
川
、
神

田
、
川
越
、
蕨
な
ど
隅
田
川
、
新
河
岸
川
流
域
の
講
中
な
ど
が

名
を
連
ね
て
い
る
。

　

そ
の
山
の
規
模
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
石
造
遺
物
の
数
と
種

類
、
細
工
は
他
の
富
士
塚
と
比
較
し
て
も
並
み
は
ず
れ
て
優
れ

て
お
り
、
当
時
の
引
ひ
き
ま
た
じ
ゅ
く

又
宿
の
経
済
力
と
近
在
の
人
々
の
富
士
山

信
仰
へ
の
思
い
入
れ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
引
又
河
岸
や

富
士
山
信
仰
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
変
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
。
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
PO

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」はN

PO

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

TEL090

（3048
）5502

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ


